
明
治
期
の
伝
染
病
対
策

―

太
宰
府
町
の
場
合

戦
前
の
町
村
役
場
が
取
り
扱
う
行
政
事

務
の
中
に
も
、
衛
生
に
関
す
る
事
務
が
あ

り
ま
す
が
、
主
な
業
務
は
伝
染
病
の
予
防

対
策
で
し
た
。「
太
宰
府
市
史　

近
現
代
資

料
編
」
は
、
太
宰
府
町
と
水
城
村
の
事
務
報

告
書
お
よ
び
財
産
明
細
表
を
収
録
し
て
お

り
、
残
存
に
偏
り
は
あ
り
ま
す
が
、
太
宰
府

町
の
も
の
で
は
明
治
37

年
度
か
ら
が
載
せ

ら
れ
、
そ
の
頃
の
町
の
衛
生
事
務

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
時
、
伝
染
病
予
防
に
関
す
る

経
費
は
、
一
部
は
県
の
補
助
が
あ

り
ま
し
た
が
原
則
市
町
村
の
負
担

で
、
罹
患
者
を
収
容
す
る
伝
染
病

院
(
避
病
院
)
の
設
置
や
医
師
雇
用

の
人
件
費
な
ど
は
、
市
町
村
で
予

算
を
組
ん
で
い
ま
し
た
。
明
治
38

(
１
９
０
７
)
年
の
太
宰
府
町
の
財
産
明
細

表
に
は
「
伝
染
病
院
」
の
記
載
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
平
屋
瓦
葺
き
の
病
院
建
物
２
棟

(
25

坪
)
の
他
、
事
務
室
・
快
復
期
患
者
室
・

屍
室
が
そ
れ
ぞ
れ
１
棟
な
ど
、
お
お
よ
そ

の
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伝
染

病
院
は
地
域
に
罹
患
者
が
発
生
す
る
と
開

院
さ
れ
る
の
で
す
が
、
町
会
議
事
録
中
の

明
治
38

年
度
歳
入
歳
出
予
算
表
で
は
、
衛

生
費
に
「
伝
染
病
院
常
時
取
締
人
」
１
名
の

給
料
１
年
分
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
常
置

の
人
員
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

明
治
40

年
の
事
務
報
告
書
で
は
、
腸
チ

フ
ス
18

人
・
赤
痢
２
人
の
罹
患
が
報
告
さ

れ
「
蔓
延
」
の
表
現
が
見
え
ま
す
。
こ
の
年

は
新
聞
紙
上
で
も
赤
痢
と
腸
チ
フ
ス
の
罹

患
増
加
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
９
月

に
は
筑
紫
郡
内
に
も
多
数
罹
患

者
が
出
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
(
福
岡
日
日
新
聞
)
。
こ
の

状
況
は
年
末
ま
で
続
い
た
様
子

で
、
太
宰
府
町
で
は
「
再
三
健
康

診
断
を
行
い
、
か
つ
11

月
26

日
よ

り
12

月
９
日
ま
で
五
条
区
へ
防

疫
所
を
設
け
、
予
防
消
毒
を
厳
重

に
施
行
」
す
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
(
事
務
報
告
)
。

伝
染
病
は
他
に
コ
レ
ラ
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

疫
痢
な
ど
、
数
に
多
少
は
あ
っ
て
も
ほ
ぼ

例
年
な
に
か
し
ら
罹
患
者
が
出
て
お
り
、

伝
染
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
予
防
対
策

は
、
町
行
政
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
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